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〈イベント報告〉 

モリエール生誕 400 年記念講演会 

秋山伸子氏 

「日本におけるモリエール」 

2022 年 5 月 29 日（日）明治学院大学白金キャンパス 1201 教室・Zoom 同時配信 

 

穴澤 万里子 

 

 

新型コロナウィルスの感染状況が少し落ち着きを見せ、久し振りの（待望の）対面で開催された本講演

は、2022 年がモリエール生誕 400 年に当たることを記念して、モリエール研究の第１人者・秋山伸子氏

（青山学院大学文学部フランス文学科教授）をお招きして行われた。戦後に鈴木力衛氏の翻訳で文学座や

俳優座を中心に起こったモリエール熱はどこへやら、本国フランスと違って日本では目立った公演もなく、

少々期待外れでもあったので、この講演会は非常に楽しみであった。事前にご本人によって用意された講

演案内によると、秋山氏も中心メンバーのお一人として訳された臨川書店刊行の『モリエール全集』全

10 巻（2001～2003 年）の新訳を用いた公演から始まり、最近上演されたモリエール作品を何本か取り挙

げ「今日モリエールを上演することの意義についてお話できれば」ということであった。興味津々である。 

当日は秋山氏のモリエールへの情熱がひしひしと感じられた豊かな時間であった。講演全体は作品を通

して展開されていった。先ずモリエールの誕生日である 1 月 15 日にコメディ・フランセーズで『タルチ

ュフ』（1664 年初演）が上演された話（何と 3,193 回目の公演だという！）からこの作品がヴェルサイユ

の王の演劇祝祭で上演された際に宮廷の観客に与えた衝撃の大きさをドラマチックに表現しているとの理

由で、ジェラール・コルビオ監督の映画『王は踊る』（2000）の該当シーンを紹介。会場では問題なかっ

たが、ハイブリッドで参加された方々に映像が映らなかったのは実に残念であった。ご本人のお言葉をそ

のまま引用すると「映画は虚実ないまぜ」としながらも秋山氏はアリアーヌ・ムヌーシュキンの『モリエ

ール』（1978）とローラン・ティラールの『モリエール恋こそ喜劇』（2007）を稀代の喜劇作家を描いた

代表的な映画として紹介しながら、彼の人生と作品について明快に解説していく。その中で笑劇役者とは

何か、またライバルからイタリアの笑劇俳優のコピーと言われたモリエールが作り出した新しい登場人物

スガナレルについてなど、非常に興味深い話や資料についてもさらりと語られ、筆者はメモを取るのが大

変であった。 

その後、今回の講演会のメインである秋山氏の新翻訳がどのような影響を与えたかについて話は展開し、

先ず『守銭奴』を基に井上ひさしが文楽の為に書いた『金壺親父恋達引』（1972）の登場人物の描かれ方
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の変化について述べられた。主役の金仲屋金左衛門（アルパゴン）は文楽の 3 枚目の頭を使って、より憎

めない愛嬌のある人物像に変化しているし、娘のお高（エリーゼ）は運命を黙って受け入れ、父が決めた

結婚相手を拒めない娘ではなく、自ら父の金壺を持って駆け落ちしようという、勝気な娘になっていると

いう。実際にその場面を映像で観ることによって、モリエールの日本版『守銭奴』の成功を感じることが

出来た。 

続いての『病は気から』（1973 年初演）の公演も興味深かった。2017 年の髙岸未朝演出、萩京子作曲

による劇団俳優座による公演ではモリエール作品が本来持っていた音楽性がより強く感じられ、ノゾエ征

爾による潤色・演出で SPAC で 2012 年、2017 年、2021 年と上演・再演された際の特色ある自由な描か

れ方（秋山氏は『ヴェルサイユ即興劇』との共通点を挙げられていた）にも説明を聞きながら惹きこまれ

た。また SPAC では中高生を対象に無料公演を行ってきたというノゾエ氏が 2018 年に世界ゴールド祭の

一環として、ゴールド・アーツ・クラブ（さいたまゴールド・シアター）で 700 人のアマチュアのシニア

達を演出した際の話は感動的であった。実際に闘病生活をしながら出演した 86 歳の最年長の男性が NHK

のドキュメンタリーで語ったという「『病は気から』とは題名ですけど、病は気からではなくて、病気が

治っていくのかもしれない。そんな気がしてなりません」という言葉には筆者も関心した。秋山氏はこの

発言がこの作品の中心テーマに直結していること、つまりダンスと音楽付きのお芝居を演じることでアル

ガンの病気が治っていくという行動療法的な側面を持っていることを指摘されていた。また舞台で生きる

歓びを謳う高齢者たちの中にモリエールの別の作品『恋こそ名医』との接点を見い出しておられた。 

次に秋山氏が“傑作”と称賛された 2018 年、京都と東京で上演された高間響潤色・演出、笑の内閣によ

る『そこまで言わんでモリエール』と秋山氏がモリエール生誕 400 年にこれ以上ふさわしい素晴らしい作

品はないと絶賛された 2022 年４月に構成・潤色・演出澤田育子（音楽、中村中）、Good morning No.5

によって上演された『拝啓、モリエール様―モリエールへの挑戦状―』の紹介がなされた。『ヴェルサイ

ユ即興劇』（1663）を基に書かれたという『そこまで言わんでモリエール』に関して秋山氏は既に上智大

学で国際学会「演劇とスキャンダル」で講演、また論文も執筆されている。秋山氏の翻訳された既述の

『モリエール全集』のみならずその第 10 巻に収められたモリエールの伝記作家グリマレによる「モリエ

ール史」も精読して書き上げたという筋は幾分複雑であるが面白く、新しいモリエール像を見せてくれる

ものであった。後者の『拝啓、モリエール様―モリエールへの挑戦状―』はホステス嬢殺人事件の犯人が

獄中でモリエールの戯曲に出会ったことで生き延びていくという内容で、犯人がモリエールに充てた手紙

を秋山氏が朗読し、モリエール研究に人生をかけた秋山氏の研究者としての生き様にも重なって非常に感

動的であった。 

最後に本講演以降、2022 年内に上演が予定されていたモリエールの作品の紹介が行われ、その中の

『守銭奴』を扱ったフランス映画、フランソワ・トリュフォーの『思春期』（1976）とルイ・ド・フュネ

スの名演技（1980）が上映された。秋山氏がこだわる当時の舞踊や音楽の要素を取り入れた上演は日本で

なされたのかという質問に対しては、時間的・物理的制約による再現の難しさ、またその際の翻訳の難し

さを答えられ、文楽公演の映像の有無に関しては NHK で少しだけ流れたが、と説明されていた。伊藤洋

日仏演劇協会会長からこの講演によってさらに日本のモリエール研究が進むことを願う思いが語られ、講

演会は無事に幕を閉じた。 
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（日仏演劇協会実行委員、明治学院大学文学部芸術学科・演劇身体表現コース教授） 

 

 

【秋山伸子（あきやま・のぶこ）】 

青山学院大学 文学部 フランス文学科教授。京都大学大学院文学研究科博士課程研究指導認定退学。パリ

第 4 大学文学博士。 松山大学経営学部教授を経て、現在、青山学院大学文学部フランス文学科教授。 主

な著書、『フランス演劇の誘惑』（岩波書店、2014 年）。翻訳『モリエール全集』（共同編集・翻訳、全 10

巻、臨川書店、2000-03 年、2003 年、第 10 回日仏翻訳文学賞受賞） 


